
　株式会社ドトールコーヒー　月次開示情報

１）チェーン店売上高 前年対比伸び率

　　■ 全社全業態(加盟店含む)の伸び率

2016年4月2016年4月2016年4月2016年4月 2016年3月 2016年2月 2016年1月 2015年12月 2015年11月 2015年10月 2015年9月 2015年8月 2015年7月 2015年6月 2015年5月

　新店を含む全店 売上 △2.1%△2.1%△2.1%△2.1% △2.1% +1.3% △0.2% △0.1% +0.5% +3.2% △0.1% +1.5% +1.8% +2.6% +0.9%

客数 △1.9%△1.9%△1.9%△1.9% △1.7% +1.7% △0.1% △1.9% △0.2% +2.0% △2.2% +0.2% △0.9% +1.1% △1.5%

　既存店 売上 △1.7%△1.7%△1.7%△1.7% △2.1% +1.5% △0.3% △0.4% △0.1% +2.3% △1.0% △0.1% +0.0% +0.9% △1.0%

客数 △1.4%△1.4%△1.4%△1.4% △1.6% +2.1% △0.2% △2.3% △0.8% +1.1% △3.1% △1.5% △2.7% △0.6% △3.2%

　　■ 主な業態の既存店伸び率

2016年4月2016年4月2016年4月2016年4月 2016年3月 2016年2月 2016年1月 2015年12月 2015年11月 2015年10月 2015年9月 2015年8月 2015年7月 2015年6月 2015年5月

　ＤＣＳ　直営店・加盟店 売上 △2.1%△2.1%△2.1%△2.1% △2.0% +1.8% △0.3% △0.4% +0.5% +2.8% △0.7% +0.2% +0.4% +1.4% △0.2%

客数 △1.2%△1.2%△1.2%△1.2% △1.1% +2.6% +0.1% △2.4% △0.3% +1.5% △2.9% △1.4% △2.8% △0.4% △3.0%

　ＥＸＣ　直営店・加盟店 売上 +0.4%+0.4%+0.4%+0.4% △2.4% △0.3% △0.7% △0.3% △2.8% △0.4% △2.9% △1.5% △1.8% △2.1% △5.0%

客数 △2.8%△2.8%△2.8%△2.8% △4.7% △0.7% △2.1% △1.5% △3.6% △1.3% △4.4% △1.8% △2.2% △1.7% △4.8%

　　■ 直営店全業態の前年対比伸び率

16/4 16/4

       新店を含む全店 売上 +3.1% 既存店 売上 △0.6%

客数 +2.8% 客数 △1.1%

　　■ コメント

２）新規出店状況

　　　　　　　　　　　　　　　　(2016年4月）

当月 累計 月末店舗数

ＤＣＳ ＦＣ 1 2 913

ＲＣ 1 2 189

　　■ 今月の主な施策 ＥＸＣ ＦＣ 0 0 27

4/7 DCS　ベイクドチーズタルト、ブルーベリータルト ＲＣ 0 1 103

4/7 EXC　青汁とチアシードの豆乳スムージー、ベリーとチアシードの豆乳スムージー ＭＡＵ ＦＣ 0 0 0

　　　　ピッツァアボルト２種（ラタトゥイユ、バジルチキン）、ベーグル４種（プレーン、ブルーベリー、チョコレート、グラノーラ） ＲＣ 0 0 5

4/21 DCS フローズン カフェ・ラテ ～アーモンド＆ヘーゼルナッツ～ その他 ＦＣ 0 0 63

4/28 EXC　フローズンドリンク２種（ピーチベリー＆ヨーグルト、マンゴーパッション＆ヨーグルト）、アイスルイボスティー ＲＣ 0 0 40

4/29 DCS （売店）The DOUTOR SPECIAL コスタリカジャガー 合計 ＦＣ 1 2 1,003

新商品 ＲＣ 1 3 337

4/5 ドトールおいしいコーヒーブラック無糖 総　　計 2 5 1,340

2016年4月

ＤＣＳ＝ドトールコーヒーショップ　　ＥＸＣ＝エクセルシオール・カフェ

MAU＝マウカメドウズ

※当期よりEXC 直営店・加盟店の実績は、リブランディング改装店舗を含

む、EXC業態全店に変更致します。

（4月度売上△1.7%→0.4％、客数△3.2％→△2.8％）

DCSにおいては、新作スイーツ２種、The DOUTOR SPECIAL コスタリカ ジャガーを発売いたしました。EXCでは、ピッツァアボルト

の新作や、チアシードを使用した豆乳スムージー２種、フローズンドリンク２種など季節を意識したドリンクバリエーションを強

化し、初夏に向けお客様が求める商品をそろえ販促に努めた結果、売上は前年プラスとなりました。

しかしながら熊本地震による影響や前年同月実施したキャンペーンの反動により、全社全業態における当月の伸び率は、客

数・売上ともに前年を下回る結果となりました。


